
２　授業科目の概要

＜教育学部　子ども発達学科＞

（１） 授業科目表

必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手

人間論 1 2 1 1

教養教育科目

①外国語コミュニケーション

英語Ⅰ 1 3

英語Ⅱ 2 3

英語ⅢＡ（作文・文法等） 3.4 2

英語ⅢＢ（英会話等） 3.4 3

中国語入門Ⅰ 2.3.4 1

中国語入門Ⅱ 2.3.4 1

ハングル入門Ⅰ 2.3.4 1

ハングル入門Ⅱ 2.3.4 1

ドイツ語入門Ⅰ 2.3.4 1

ドイツ語入門Ⅱ 2.3.4 1

フランス語入門Ⅰ 2.3.4 1

フランス語入門Ⅱ 2.3.4 1

ポルトガル語入門Ⅰ 2.3.4 1

ポルトガル語入門Ⅱ 2.3.4 1

②日本語表現

日本語表現法（文章作法） 1 2 1

日本語表現法（話し方） 1 2

③コンピュータ・リテラシー

コンピュータと情報（基礎） 1 2 1

コンピュータと情報Ａ（表計算等） 1 2 1

コンピュータと情報Ｂ（Ｗｅｂ作成等） 1.2 2 1

④健康とスポーツ

健康科学 1 1 1

スポーツ科学 1 1 1

⑤人間と社会・文化

人類学入門 1.2 2

心理学入門 1.2 2

哲学入門 1.2 2

日本国憲法 2 2

時事問題の理解 3 2

ジェンダー論 2 2

人権論 2 2

⑥人間と環境・科学

環境問題の理解 3 2 1

数理の世界Ａ（代数・幾何） 1 2 2

数理の世界Ｂ（解析） 1 2 1 1

物理の世界 2 2

化学の世界 2 2

専 任 教 員 配 置
備      考授業科目の名称

全学共通科目

配当
年次

単位数又は時間数
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必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手

専 任 教 員 配 置
備      考授業科目の名称

配当
年次

単位数又は時間数

専門教育科目

専門基礎科目

教職論 1 2 1

保育職論 3 2 1

教育本質論 1 2 1

子どもの発達と学習 1 2
2
1

教育課程の充実を図るため教員を追加⑳
　担当　梶田　正巳（教授）
　平成19年8月　教員審査済
　判定　可

子どもの発達心理学 1 2 1 　

教育制度と社会 1 2 　

幼児理解の理論と方法 1 2 1

社会福祉 1 2 1

社会福祉援助技術演習 2 2 1

児童福祉 2 2

幼児教育論 2 2 1

養護原理 2 2 1

ふれあい実習Ⅰ（観察） 1 1 5 1 2

ふれあい実習Ⅱ（参加） 1.2.3.4 1 1

教育ボランティアⅠ 1.2.3.4 1 1

教育ボランティアⅡ 2.3.4 1 1

福祉ボランティアⅠ 1.2.3.4 1 1

福祉ボランティアⅡ 2.3.4 1 1

心理臨床 2.3.4 2

子どもと伝承遊び 1.2.3.4 2 1

基礎ピアノⅠ 1 1

3

1 1

 教育課程の充実を図るため教員を追加⑲
　 担当　植松　峻（教授）
　 平成19年7月　変更書提出予定
　 平成19年8月　教員審査済⑳
　 判定　可

　 担当　中田　直宏（教授）
　 平成19年7月　変更書提出予定
　 平成19年8月　教員審査済⑳
　 判定　可
 
   担当　畠澤　郎（教授）
　 平成19年7月　変更書提出予定
　 平成19年8月　教員審査済⑳
　 判定　可

基礎ピアノⅡ 1 1

3

1 1

 教育課程の充実を図るため教員を追加⑲
　 担当　植松　峻（教授）
　 平成19年7月　変更書提出予定
　 平成18年8月　教員審査済⑳
　 判定　可

　 担当　中田　直宏（教授）
　 平成19年7月　変更書提出予定
　 平成18年8月　教員審査済⑳
　 判定　可
 
   担当　畠澤　郎（教授）
　 平成19年7月　変更書提出予定
　 平成18年8月　教員審査済⑳
　 判定　可

専門展開科目

教科（初等）

国語（書写を含む。） 2 2 1

社会 2 2 1

算数 2 2 1

理科 2 2 1

生活科 2 2 1

音楽 1 2 1

図画工作 1 2 1

家庭科 2 2 1

体育 1 2 1
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必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手

専 任 教 員 配 置
備      考授業科目の名称

配当
年次

単位数又は時間数

教科（数学）

代数学基礎 1.2 2 1

幾何学基礎 1.2 2 1

解析学基礎Ⅰ 1.2 2 1

解析学基礎Ⅱ 1.2 2 1

代数学Ⅰ 2.3 2 1

代数学Ⅱ 2.3 2 1

幾何学Ａ（様々の幾何） 2.3 2 1

幾何学Ｂ（位相） 2.3 2 1

解析学ⅠＡ（多変数微積分学） 2.3 2 1

解析学ⅠＢ（常微分方程式） 2.3 2 1

解析学Ⅱ 2.3 2 1

確率論・統計学 2.3 2 1

コンピュータⅠ 2 2 1

コンピュータⅡ 2 2 1

数学演習Ⅰ 1.2 1 2

数学演習Ⅱ 1.2 1 2

代数学・幾何学演習Ⅰ 2.3 1 2

代数学・幾何学演習Ⅱ 2.3 1 2

解析学演習Ⅰ 2.3 1 1

解析学演習Ⅱ 2.3 1 1

コンピュータ演習 2.3 1 1 1

情報処理演習 2.3 1 1 1

代数学続論 3.4 2

幾何学続論 3.4 2

解析学続論 3.4 2 1

離散数学 3.4 2

数学史 3.4 2 1

現代数学入門Ａ（言葉と体系） 3.4 2 2

現代数学入門Ｂ（構造の科学） 3.4 2 1 1

教科（音楽）

ソルフェージュ 1 1 1

合唱Ⅰ 1 1 1

合唱Ⅱ 2 1 1

声楽概論 1 2 1

声楽Ⅰ 2 1 1

声楽Ⅱ 2 1 1

声楽セミナーⅠ 3.4 1 1

声楽セミナーⅡ 3.4 1 1

ピアノ概論 1 2 1

ピアノⅠ 2 1 1

ピアノⅡ 2 1 1

ピアノセミナーⅠ 3.4 1 1

ピアノセミナーⅡ 3.4 1 1

ピアノ伴奏法 2 1 1

器楽概論 1 2 1

器楽Ⅰ 2 1

器楽Ⅱ 2 1

器楽セミナーⅠ 3.4 1

器楽セミナーⅡ 3.4 1

器楽合奏法 3.4 1 1

日本の音楽Ａ（楽器） 2 1

日本の音楽Ｂ（声楽） 2 1
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必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手

専 任 教 員 配 置
備      考授業科目の名称

配当
年次

単位数又は時間数

指揮法 3.4 1 1

音楽史Ａ（日本及びアジアの音楽） 2 2

音楽史Ｂ（西洋の音楽） 2 2 1

作曲法Ⅰ（和声・編曲を含む。） 3.4 1 1

作曲法Ⅱ（和声・編曲を含む。） 3.4 1 1

音楽理論 1 2 1

各教科の指導法

国語の指導法 3 2 1

社会の指導法 3 2 1

算数の指導法 3 2 1

数学の指導法Ⅰ 2 2 1

数学の指導法Ⅱ 2 2 1

数学の指導法Ⅲ 3 2 1

数学の指導法Ⅳ 3 2 1

理科の指導法 3 2

生活科の指導法 3 2

音楽の指導法Ⅰ 2 2 1 1

音楽の指導法Ⅱ 2 2 1

音楽の指導法Ⅲ 3 2 1

音楽の指導法Ⅳ 3 2 1

図画工作の指導法 2 2 1

家庭科の指導法 3 2 1

体育の指導法 2 2 1

保育

保育内容総論 1 2 1

保育指導法（人間関係） 2 2 1

保育指導法（言葉） 1 2 1

保育指導法（健康） 1 2

保育指導法（表現Ａ） 2 2 1

保育指導法（表現Ｂ） 2 2 1

保育指導法（環境） 1 2 1

小児保健Ａ（発育・疾病等） 1 2 1

小児保健Ｂ（公衆衛生） 2 2 1

小児保健実習 3 1 1

小児栄養演習 3 2 1

精神保健 2 2 1

家族援助論 3 2 1

乳児保育演習 2 2

障害児保育演習 3 1 1

養護内容演習 3 1

保育実習指導 2 1 1 1

保育実習ⅠＡ（保育所） 2 2 3 2

保育実習ⅠＢ（児童福祉施設） 2 2 3 2

保育実習Ⅱ（保育所）　　　 3 2 3 2

保育実習Ⅲ（児童福祉施設） 3 2 3 2

教職

総合演習 2 2
5
4

3

教育課程の充実を図るため教員を追加⑳
　担当　梶田　正巳（教授）
　平成19年8月　教員審査済
　判定　可

カリキュラム論 2 2

道徳の指導法 3 2 1

特別活動の指導法 3 2 1

教育の方法と技術 2 2 1

 生徒指導の研究(進路指導の理論及び方法を含む。） 3 2
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必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手

専 任 教 員 配 置
備      考授業科目の名称

配当
年次

単位数又は時間数

教育相談の研究 3 2 1

教育統計 2 2

事前及び事後指導 3～4 1 2 2 1

教育実習Ａ 3.4 2 2 2 1

教育実習Ｂ 3.4 2 2 2 1

教育実習Ｃ 4 4 2 2 1

介護等体験 3 1 2

実践研究科目

特別支援教育Ⅰ（発達障害の理解） 3.4 2 1

特別支援教育Ⅱ（発達支援の方法） 3.4 2 1

模擬授業演習 3 1 4 2

キャンプ・レクリエーション 3.4 1

子どもの異文化間教育 3.4 2 1

子どもの情報教育 3.4 2 1

子どもの外国語教育 3.4 2

いのちの教育 3.4 2 2

海外教育研修Ⅰ（事前指導） 1.2.3.4 2 1 1

海外教育研修Ⅱ（実地研修） 1.2.3.4 4 1 1

ケースメソッドⅠ 3.4 1
9
8

2 1

教育課程の充実を図るため教員を追加⑳
　担当　梶田　正巳（教授）
　平成19年8月　教員審査済
　判定　可

ケースメソッドⅡ 3.4 1
6
5

4 2

教育課程の充実を図るため教員を追加⑳
　担当　梶田　正巳（教授）
　平成19年8月　教員審査済
　判定　可

卒業研究 4 8
17
16

8 2

教育課程の充実を図るため教員を追加⑳
　担当　梶田　正巳（教授）
　平成19年8月　教員審査済
　判定　可
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